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広島大学の知に触れる情報誌

［特集］  世界に挑む広大＃8

海との共生
アジアの新たな海洋・海事拠点をつくる東京大学大学院薬学系研究科 教授

［CROSS TALK＋］ 

脳とAIは境界を超える懸け橋。平和への祈りをその手に込めて。
池谷 裕二氏 広島大学 学長 越智 光夫＋
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宇宙の進化
の謎を解き

明かす。
標高5,000mの南米チリ・アンデス山
脈にあるアルマ望遠鏡サイトを訪ねた
時の様子

1

屋久島の「くぐり杉」の下で。忙しい日々
の合間で自然豊かな場所に癒やされる

2

が書く

［AERA］
「時代」をキーワードに独自の切り口で描く
ニュース週刊誌。国内外の重大ニュースから
身の回りの小さな出来事まで「時代」を敏感
にキャッチし、独自の視点で掘り下げた記事を
お届けしています。

研究者は普段どのような一日を

送り、研究に取り組んでいるのか。

学問との出合いや、探究の原動力

は何だったのか。人物、スポーツ、

文化、政治、経済、事件…幅広い

ジャンルを取材するAERA記者が

研究者の素顔に迫ります。

研究者の素顔

1

2

いなみ・はなえ／2007年、明治大学理工
学部物理学科卒業。総合研究大学院大
学で宇宙科学を専攻。同大学院在学中か
ら米国カリフォルニア工科大学スピッツ
アー・サイエンス・センターの研究チーム
に加わる。2012年、博士号（理学）取得。
米国・国立光学天文台（当時）、フランス・
リヨン天文物理学研究センターの研究員
を歴任。2019年から広島大学宇宙科学
センター助教。

　子どものころ、石垣島で満天の星を見た。たく

さんの星が輝いている。どれも同じ色ではない。

赤っぽい星もある。「宇宙では一体何が起きてい

るんだろう」と疑問に思った。その原体験が、宇宙

の謎を解き明かしたいという

今の研究につながっていると

稲見華恵助教は振り返る。

　専門は赤外線天文学だ。

星の集まりである銀河や宇

宙空間に存在するガス、ダ

スト（塵）が発する赤外線を観測する。

　「星が生まれる場所にはガスやダストがたく

さん存在します。それを観測することで、どれだ

け新しい星が生まれているかを調べることがで

きます。また、宇宙の遠くを見るには、人間の目で

見ることができる可視光線ではなく、波長の長

い赤外線による観測が必要になってくるのです」

　稲見助教らの研究チームはこれまで、2021

年に打ち上げられた世界最高の解像度と感度

を持つジェームズ・ウェッブ宇宙望遠鏡や、南

米チリのアルマ望遠鏡を使い、いくつもの研究

成果を上げてきた。合体途中の銀河が発する

エネルギー源の場所を世界で初めて特定した。

また、宇宙は約138億年前のビッグバンで始

まったと考えられている中、当時これまで観測

された中で最古となる約131億年前の、大量の

ダストに埋もれた銀河を発見した。

　「ダストは星が死ぬ時にガスと共に周辺にば

らまかれます。そして、大量のガスとダストが

集って、また新しい星が生まれる。まだ若い星

が多い宇宙の極初期に、なぜそんなに大量の

ダストがあるのか、その謎を解きたいですね」

　一つの謎を解くとまた新しい謎に出くわす。

謎の連鎖が研究の楽しさだ。宇宙はどうやって

生まれ、どのように進化して、今我々が生きてい

る地球ができたのか。100億年を超えるスケー

ルで解き明かすことが究極の目標だ。

自分に嘘をつかず
選んだ道を進んでほしい

銀河やダスト（塵）が発する
赤外線を観測する

　世界中の天文学者から観測申請があるジェー

ムズ・ウェッブ宇宙望遠鏡のような最新鋭の望遠

鏡を使うには、観測計画などを詳しく記載したプ

ロポーザル（提案書）を提出し、審査に通らなくて

はならない。学生にとってプロポーザルの提出は

ハードルが高い。一方で、広島大学宇宙科学セン

ターは光学赤外線望遠鏡「かなた」を持っている

ため、研究者だけでなく学生

も毎晩のように観測できる。

　「学生は自分で観測計画

を立て、実際に観測し、得ら

れたデータを自分で解析す

ることができます。また、観

測に使う装置を作ったり、自動観測のためのソ

フトウェアを開発したりもします。天文学を中

心に総合的な能力を培うことができるのが広

島大学の良さですね」

　天文学は国際性が高い学問のため、学生の

ころから世界中の研究者と交流できるメリット

があるという。

　学生に対しては、「自分のやりたいと思うことを

諦めずにやってほしい」と強調する。自身、大学で

は物理学を専攻した。宇宙に関してはロ

ケットや人工衛星の開発など

工学系に進む道もあったが、理

学系の天文学を選び、世界的

な研究業績を上げてきた。

　「特に女性は理系に向かな

いと言われがちですが、絶対に

そんなことはありません。誰で

も理系の道を進みたいのであ

れば、自分に嘘をつかず、まっ

すぐ進んでほしいですね」

　2032年までに打ち上げられる米航空宇宙局

（NASA）の遠赤外線望遠鏡計画PRIMAへの

参加を目指す日本の研究グループの代表も務

めるなど多忙な毎日だ。休日には近くの山をハ

イキングしたり、料理をつくったりしてリフレッ

シュする。まだロープウエーでしか行ったことが

ない宮島の弥山に自分の足で登りたいという。

助
教

宇
宙
科
学
セ
ン
タ
ー

稲
見 

華
恵

取材・文／朝日新聞出版　西島 博之

初期宇宙に大量のダストが
存在する謎を解きたい
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HIRODAI
G L O B A L   L O C A L

地球規模のトピックから地域密着のエピソードまで、
広島大学の取り組みをGLOBAL（国際）と LOCAL（地域）の両面から
紹介するコーナーです。

広島大学主導で
初の平和学長会議が実現
　2024年8月6日、広島大学東千田

キャンパスのSENDA LABにて、平和学

長会議が初めて開催されました。この会

議には、本学が主導する平和学長宣

言の趣旨に賛同した世界7カ

国・地域10大学(本学を含

む)から、学長や副学長

など約30人が参加。持続

可能な世界平和に向けた

大学の役割について討議

しました。

　会議に先立ち、参加者らは平

和記念式典に参列し、原爆の犠牲者を

追悼。その後、広島大学東千田キャンパス

に移動し、本学原爆死没者追悼式や平和

企画にも参加しました。

　そして、午後には越智学長のあいさつ

で平和学長会議が開会。越智学長は、

「今、我々大学が果たすべき役割は非常に

重要です。異なるバックグラウンドを持つ

世界中の学生が、国際交流を通じて共に

学び議論することで、多様な文化や価値

観を超えて、世界全体の平和の実現が可

能になると信じています」と述べました。

また、松井一實広島市長も駆けつけ、平

和に向けた対話の重要性と大学との連携

強化を訴えました。

平和実現に向けた
大学の役割
　会議では、各大学の学長らがそれぞれ

の平和活動や持続可能性に向けた取り

組みを紹介。本学の金子慎治理事・副学

長（グローバル化担当）は、原爆の実相を

世界の学生や若手研究者に共有し、平和

や持続可能性に関する国際交流機会の

創出を目指す取り組みを提案しました。

　これに続き、ラウンドテーブルディス

カッションでは、各大学からさまざまな意

見が出され、白熱した議論を展開。例え

ば、インドネシアのハサヌディン大学は

「目標達成の手法はいくつかあっても、同

じ目標を共有することが重要だ」と述べ、

平和学長会議の意義を強調し、具体的な

行動を促す意欲を示しました。さらに、ア

メリカのアイダホ大学は「シンプルな目標

に集中することで早期の成功が得られ

る」と述べ、他大学との連携の重要性を訴

えました。

　会議の終盤には、「平和学長宣言」が越

智学長により読み上げられ、採択されま

した。宣言文には、世界の学生が広島を

訪れ平和を学ぶ重要性や、持続可能性の

観点などの会議の内容が盛り込まれまし

た。閉会後、学長らは固い握手を交わし、

今後の連携強化を誓約。8月6日に世界の

主要大学の学長らが一堂に会し、持続可

能な平和への対話を続ける強い意志を確

認できたことは、参加大学から高く評価

されました。各大学の学長らは初めて広

島を訪れた方も多く、実際に広島で平和

について学ぶことの重要性を実感してい

たようです。今後も世界に平和学長会議

の輪を広げていきます。

大学の歴史を振り返り
100年後の未来を見つめる
　11月2日・3日の2日間にわたって、広

島大学創立75＋75周年「記念式典・記

念事業」を開催しました。サタケメモリ

アルホールをメイン会場として、岸田文

雄前首相や文部科学省高等教育局の伊

藤学司局長をはじめ多くの方々にご臨

席いただき、学内講師による講演や教

員・学生による合唱・演奏などのイベン

トを実施。本学の歩みを振り返り、地域

の皆さまに感謝を伝える式典となるよ

う企画しました。

　1日目は記

念動画の上映

で幕が上がり

ました。越智

学長による開

式あいさつで

は本学の歴史

や平和を実現するための大学の役割に

触れた後、「これまでに頂戴した皆さま

のご支援に感謝すると共に、皆さまと手

を携えながら『100年後にも世界で光り

輝く大学』に向かってチャレンジしてい

く」と意欲を見せました。

　続いて、統合報告書2024の報告会

や、作家（元外務省主任分析官）の佐藤

優さんと、総合地球環境研究所所長（前

京都大学総長）の山極壽一さんによる

記念講演が開かれました。佐藤さんは

「西洋の道徳的危機に直面する今日の

日本」について、山極さんは「教育の本

質と国立大学の未来」について講演。来

場者からは「平和の実現のためには、情

勢を多領域から分析して捉えることが

重要だと考えさせられた」「生徒が興味

関心のある世界へチャレンジできるよう、

講演内容を教育現場に還元したい」と

いった感想が寄せられました。本学卒業

生であるアンガールズの田中卓志さんの

トークショーも、司会の久保田夏菜さん

と越智学長を交えながら大いに盛り上が

りました。

大学祭も同時開催
大いににぎわう
　2日目は教育学部音楽文化系コースの

学生が金管十重奏を披露。元気の出る

明るい曲目でスタートしました。本学教

員によるLOOK広島大学（先端研究講

演）では、薮田ひかる教授と高橋徹特定

教授が登壇。宇宙をテーマにしたロマン

ある話に、参加者は熱心に聞き入ってい

ました。記念講演には、日本人女性初の

国連事務次長・中満泉さんをお迎えし、

「未来へ～平和で希望に満ちた世界を

創る～」というテーマでお話しされまし

た。来場者からは「世の中を少し

でも良くしていけるように行

動したい」などの前向きな意

見もありました。

　キャンパス内ではホームカミング

デーや大学祭も同時開催され、約

3万人の来場者でにぎわいまし

た。卒業生や元教職員、地域の

方々に、本学が育んできた伝統

と新たな未来を示した記念式

典・記念事業。広島大学は、これか

らも飛躍し続けます。

LOCAL

GLOBAL

原爆死没者追悼式で献水する様子

佐藤優氏

中満泉氏

岸田文雄氏
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時を超えた
広島大学の軌跡をたどる
　2024年8月22日から27日にかけて、広

島市の福屋八丁堀本店7階催場にて、広

島大学校友会主催の「―あの頃―広島大

学創立75＋75周年写真展」を開催しまし

た。通常、写真展は東広島キャンパスなど

の大学施設内で開催されることが多いた

め、一般の方が目にす

る機会は限られていま

したが、今回は広島市

中心部での開催とな

り、多くの方に足を運ん

でいただける場となり

ました。

　1874年の白島学校創立からの歴史と

歴代学長の写真を掲載したパネルを展

示。また、本学の歴史を物語る69点の写

真が年代順に紹介され、1875年の広島

県公立師範学校の写真から2026年に完

成予定のワクチン医薬品製造拠点の完

成予想図まで網羅されています。各時代

を象徴する場面や、当時のキャンパスの

写真など、大学の変遷を示す貴重な写真

が展示されました。

展示を前に
昔の風景を懐かしみ
思い出話に花が咲く
　初日には、オープニングで本学校友会

会長である、越智学長があいさつしまし

た。森戸辰男初代広

島大学学長のエピ

ソードを交えながら

「学外でこのような展

示ができてうれしい。

一般の方にも見ても

らい、今後も大学をPRしていきたい」と語

りました。また、共催者である広島大学体

育会同窓会の山根恒弘会長、広島大学・

千田塾の山坂哲郎会長も出席し、それぞ

れが自身の思い出や卒業生へのメッセー

ジを述べました。

　この6日間の展示期間中に、1,238人

が来場。来場した卒業生は、在学中の

キャンパスや行事の写真を懐かしむ一

方で、最近の

キャンパスの変

化に興味深く

見入っていまし

た。また、卒業

生同士で、当時

のキャンパス周

辺の千田町・鷹

野橋界隈の思

い出話で盛り

上がる場面も

見られました。

AUSTRALIA

HIROSHIMA

GLOBAL

留 学 体 験 記

工学部第一類 4年
留学先：オーストラリア
利用したプログラム：HUSAプログラム

森表 直哉さん
（一番右）

森表 直哉
（もりひょう・なおや）

さん

積極的に周囲を巻き込むことで
人間関係を深め
英語力を向上できた
　英語力を向上させ、海外で生き抜く力を

身に付けたいという思いから、留学を決意

しました。留学中に一番力を入れたのは生

涯の友人を作ることです。英語力のない自

分がどうやって存在感を示すか。考えつい

たのが、毎週末、自ら料理を作ったりBBQを

企画したりして友人を招くことでした。自分

から積極的にイベントを提案し、相手を巻

き込むことで、自然に人とのつながりが深

まっていきました。帰国の際には盛大な送

別会を開いてくれ、今でも手紙を送ってく

れるなど、生涯にわたる大切な友人たちに

出会うことができたと実感しています。留学

中にレストランでのアルバイトも経験。英

語力の向上だけでなく、海外での生活に対

する自信もつきました。留学での経験を通

じて、英語という伝える“手段”は修得できま

したが、伝える“内容”、つまり他人に価値を

提供できる知識を身に付ける必要性を感

じました。今後は大学院に進学し工学分野

の研究に取り組むことで、自分自身をより

磨いていこうと考えています。

I decided to study abroad because I wanted 
to improve my English and learn to survive 
overseas. The most important thing I 
focused on during my study abroad was 
making lifelong friends. How could I make 
my presence felt if I did not have English 
skills? I came up with the idea of inviting 
my friends over every weekend by cooking 
and organizing BBQs by myself.  By 
proactively proposing events and getting 
others involved, I was able to naturally 
deepen my relationships with people. When 
I returned to Japan, they held a grand 
farewell party for me, and they still send me 
letters to this day. I feel that I was able to 
meet some of the most important friends I 
will have for the rest of my life. I also 
experienced part-time work at a restaurant 
during my study abroad. Not only did I 
improve my English skills, but I also gained 
confidence in living abroad. Through my 
study abroad experience, I was able to 
acquire the “means” of communication̶
English̶but I felt the need to develop the 
“content” I could convey; in other words, 
the knowledge that would allow me to 
provide value to others. In the future, I 
intend to further deepen my knowledge by 
entering graduate school and conducting 
research in the field of engineering.

By actively engaging with others,
I built deeper bonds and
improved my English skills.

LOCAL

一般の来場者からは、「子どもの頃、東

千田キャンパスで遊んだことが懐かし

い」や、「あの頃の風景が思い出される」

といった声が聞かれ、個々の思い出が語

られる温かな雰囲気が広がっていまし

た。さらに、東千田キャンパスに本部が

置かれていた頃の森戸道路を臨む校門

のスクリーンと、当時設置されていた「広

島大学」の金属板は、特に人気のあ

る撮影スポットとなり、多くの同

窓生が記念撮影を楽しむ姿が

見られました。この写真展は、

本学の過去と現在をつなぐ貴

重な場となり、訪れた多くの

人々に本学の歴史を再認識してい

ただく機会となりました。

（写真左から）広島大学・千田塾の山坂哲郎会長、
越智学長、体育会同窓会の山根恒弘会長

森戸道路を臨む校門のスクリーンと当時の門柱の「広島大学」の金属板
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広島大学を日々
支えるオフィスや
センター。その
業務の内容に
迫ります。

キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
地
域
で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
広
大
生
を
紹
介

マダガスカルから日本に来て体験した文

化や生活について、日本語を用いて多くの

人々に共有したいと思い、留学生を対象と

した日本語スピーチコンテストに参加。来

日前にイメージしていた日本の“静けさ”

と、実際の生活で感じた“にぎやかさ”の調

和をテーマに、電車のアナウンスや麺をす

する音などの具体例を交えてスピーチし

た結果、最優秀賞を受賞しました。広島大

学では植物や生物から抽出した化合物

を、がんや感染症の治療に役立てる研究を

しています。先生方と研究室の仲間のおか

げで、異文化に戸惑いながらも日本文化

への理解を深め、視野を広げることができ

ました。身に付けた日本語力や広島大学で

培った専門知識を生かし、マダガスカルと

日本の懸け橋として両国の発展に貢献し

ていきたいです。

Rabemananjara  Miora さん
（ラベマナンジャラ ミウラ）

大学院医系科学研究科博士課程前期 1年

日
本
で
感
じ
た
文
化
の
調
和
を
広
く
共
有
し
た
い

35
HERO

マダガスカル語で「平和」と
書かれた「平和の門」の前で

お気に入りの場所は、
霞キャンパスのプラザみどり

岡田 俊介 さん
（おかだ しゅんすけ）

総合科学部総合科学科 4年

デ
ュ
ア
ス
ロ
ン
世
界
選
手
権
Ｕ
23
で
８
位
入
賞
！
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HERO

2023年も
世界選手権に出場

自転車で
街を駆け抜けます

2024年8月にオーストラリアで行われた

ワールドトライアスロンマルチスポーツ選

手権デュアスロンU23の部で8位入賞を

果たしました。デュアスロンとはトライアス

ロンのスイムをランに変えた競技で、スイ

ムが苦手でもランが得意であれば上位入

賞が狙えます。私は高校時代の陸上経験

を生かしつつ新しい挑戦ができると考え、

大学ではトライアスロン部に入部。トライ

アスロンと並行してデュアスロンにも取り

組んでいます。普段の練習では、体の使い

方や練習の強度を意識し、実際のレースを

イメージしながらトレーニングすることを

心がけています。今回、目標としていた8位

入賞を達成できましたが、レース内容とし

ては海外選手との差を痛感。今後も、さら

に高みを目指し、競技を通じて学び、成長

を続けていきたいと考えています。

英語を母国語とする先生から、
医療分野で求められる英語のスキルを
実践的に楽しく学べます。

お気に入り講義：
English health communication

学科では生命科学の分野に所属。
日常生活での疑問と脳の仕組みの
つながりが分かるため、興味深い授業です。

お気に入り講義：
脳機能学

知
の
拠
点
と
し
て
、

情
報
の
収
集
と
提
供
を
通
じ
て

教
育
と
研
究
を
支
援
す
る
。

皆さんによく知られているのは、

カウンターでの貸出・返却対応だ

と思います。それ以外にも、電子

ジャーナルやデータベースの提

供、研究成果のWeb公開、資料の

デジタル化、講習会の実施など、図書館長 川島 優子

図書館長が
質問にお答えします。

図書館の主な業務内容について
教えてください。

A.

Q1
図書館から発展したライティングセンターでは、

卒業論文などのライティング

相談を行っています。学

習と研究の両面から学

生・研究者を支援する先

進的な取り組みです。

特徴やPRポイントを
教えてください。

A.

Q2

学内の他の図書館や
地域の図書館とどのように
連携していますか？

学内の図書館同士は、資料の取り寄せな

どで日常的にやりとりしており、合同展示

企画も実施しています。研修や講演会の

開催などで、県内公共図書館や他大学図

書館と連携することもあります。

A.

Q4

大学の教育や研究活動を多方面

から支援しています。また、最近で

は学術論文をオープンアクセス

にする際に必要な論文公開費用

の補助に関する業務など、今まで

になかった業務も行っています。

現在、注力している取り組みや今後の展望を教えてください。

研究支援の面では、図書館で管理・運

営しているリポジトリシステム（学内の研

究成果物をインターネット上で公開する

システム）を活用し、研究成果の迅速な

A.

Q5

学生や教職員とは
どのような関わりが
ありますか？

A.

Q3

利用者としての関わりはもちろん、図書館

資料の選定、資料入手に関する調査相

談、講習会の開催など、さまざまな支援を

行っています。広島大学図書館サポー

ター（HULS）の学生には、図書館運営に

も協力してもらっています。

公開に向けた対応を進めています。また、

教育支援の面では、図書館が持つ豊富な

資料や専門スタッフによるサポートを生

かし、語学学習スペースの整備や英会話

イベントの実施など、国際的な学びの場

の提供にも力を入れています。図書館が

グローバルな視野を持つ人々の集う場と

なることを目指しています。

welcome to our workplace

こちら

図書館!

map

広大前交番

ぶどう池

大学会館

中央図書館

東図書館西図書館

※ 霞キャンパスには霞図書館、
　 東千田キャンパスには東千田図書館があります。
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広島大学を卒業・修了後、各業界で活躍されている卒業生の方々に、

現在のお仕事と大学時代を語っていただきました。

さん立花 紗希
NHK長崎放送局
記者

総合科学部総合科学科 出身
たちばな・さき／長崎県出身。2021年広
島大学総合科学部総合科学科を卒業後
NHKに入局。福岡局で警察取材を担当し
た後、2023年8月より長崎局に異動。現在
はスポーツ・医療・大学関係のニュースを
担当している。

　放送部に所属した高校時代、制作し

たドキュメント番組がNHK杯全国高校

放送コンテストでトップテンに入賞しま

した。「映像には力がある」と感じた私

は、NHKへの就職を目指し、社会やメ

ディアについて幅広く学べる総合科学

部に入学しました。

　在学中は社会や憲法、心理学などさま

ざまな講義を受講し、多様な分野同士が

つながって社会が成り立っていることを

学びました。どんなテーマにも興味を持

つ姿勢や相手の話を引き出す深い教養

は、現在の仕事に大いに役立っています。

社会調査士の資格取得プログラムの中

で、インタビュー調査をして結果を論文に

テレビ局記者を目指して
社会について幅広く学ぶ

まとめる授業も履修しました。現場の生

の声を汲み取るという記者の仕事に通ず

る調査ができたことは良い経験でした。

　現在はNHK長崎放送局の番組

『ぎゅっと！長崎』で放送するコンテンツ

の取材や原稿執筆を担当しています。放

送当日に取材・執筆を行うことが多いた

め、スピード感を意識して県内のスポー

ツチームや病院、大学などを日々駆け

回っています。これまでの取材で特に印

象に残っているのは、佐々木禎子さんの

兄、雅弘さんです。禎子さんは「原爆の子

の像」のモデルとして知られています。こ

れまでの人生やG7広島サミットに出席

した思いなどを丁寧に取材し、ニュース

の企画として放送しました。その結果、雅

弘さんから「よくまとめられていた、伝え

たい思いはまさにこの通り」と言っていた

だけたことがとてもうれしかったですね。

　長崎では現在、「100年に一度」と言

われる大規模な再開発が行われていま

す。これからも街の変わりゆく姿を取

材・発信し、地域創生に貢献していきた

いです。

広大のここがええね！

在学中、ボランティア活動で学

外の方と関わる機会が多くあり

ました。「広大生」という肩書き

のおかげでいろいろな経験を積

め、社会からの信頼の厚さを実

感しました。

人々の思いに寄り添い
発信を通じて地域に貢献

　私が代表取締役を務める戸田工業は、

広島市に本社を構える化学素材メーカー

です。酸化鉄顔料「ベンガラ」の製造に始

まり、現在は酸化鉄を主軸に機能性顔料

や電子材料を提供しています。また、2021

年度からは自社の持つ技術を地球環境の

ために生かそうと、新たに未利用の天然

ガスに着目した水素サプライチェーンの

構築事業や、CO2を吸収・放出する新素材

の開発事業などをスタートしました。

　こうした研究開発事業では、アカデミ

アとの連携が不可欠です。大学との研究

も「産学連携」という言葉がない時代か

ら実施しており、広島大学とは1943年の

研磨材開発から現在に至るまで密接な

長年培ってきた酸化鉄技術で
未来を切り拓く素材を開発

協力関係を築いています。人材育成や寄

附による支援なども通じて、これからも

連携を深めていきます。

　大学入学時はキャンパス統合移転前

だったので、2年生前期までは東千田で

過ごし、アルバイトや友人との関係を通

じて、さまざまな社会経験を積むことが

できました。一方、2年生後期からは東広

島キャンパスに移り、生物生産学部と工

学部の学生しかいない環境で学業に集

中する日々。特に卒業論文研究では、実験

装置の前に長時間座ってデータを取る地

道な作業が半年以上続きました。その時

身に付けた「忍耐力」や「やりきる力」は、

その後の仕事に大いに役立っています。

大学時代の経験が生んだ
忍耐力と決断力

特に、長期間にわたる地道なデータ収集

作業を乗り越えた経験が、後の中国駐在

時に必要とされた「変化に対応する決断

力」と「不測の事態を乗り越える実行力」

を養う土台になったと感じました。こうし

た経験を基に、常に自社が社会に対して

貢献できることは何かを考え続け、ステー

クホルダーの皆さまに応援してもらえる

ような企業づくりに努めたいと思います。

広大のここがええね！

戸田工業では、これまでに約85

人もの広島大学卒業生が活躍し

ています。私の入社当時も卒業

生が多く、大学の話題でスムー

ズに人間関係を構築することが

できました。

くぼ・つねあき／広島県出身。1988年広
島大学工学部を卒業後、戸田工業株式会
社に入社。2006年から2014年にかけて
中国に駐在し、中国における事業展開に尽
力。帰国後、さまざまな役職を経て、2024
年6月より現職。

さん久保 恒晃
戸田工業株式会社
代表取締役社長執行役員

工学部第一類 出身
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特別企
画

75 75
写真で振り返る　 

周年事業
広島大学は、最も古い前身校の設立から現在の本学誕生までに75年、そして2024年に
創立75周年を迎えました。合わせて150周年を迎えたことを記念し、2023年から117の
事業を実施しました。その中から、6つの事業を写真で振り返ります。

+

吉永小百合さんの原爆詩の朗読と

村治奏一さん（写真最右）の奏でる

ギターの音色に、改めて平和の尊さ

を考える大変貴重な機会になりま

した。

2023 /11/23

4
カープスポンサードゲーム
「広島大学75＋75周年
これからも広島とともに！
フェニックスナイター」

3 フラワーフェスティバルで
記念パレード

学内応募約6倍という高倍率を

勝ち取った約250人の学生・教

職員が観戦しました。大学病院

から小児患者さんも招待。試合は

カープが2対0で快勝しました！

2023 /5/17

広島大学in東京

さまざまな分野からの著名人

を講師としてお迎えしました。

パネル展やフォトコーナー等

もあり、来場者は総勢400人

超え！

2024/9/21-22

5

記念式典・記念事業 (第18回ホームカミングデー・第73回大学祭)

大学祭と合同で盛大に開催。夜には打ち上げ花火も

上がり、「広島大学創立75＋75周年」のフィナーレに

ふさわしい式典となりました。

2024/11/2-3
6

吉永小百合原爆詩朗読会
-非戦・非核を願って-1 2 ラッピング電車・

バスのお披露目

デザインは学内公募。クラウドファンディングで実現しました。

約1年間、広島の街を走り、多くの皆さまに感謝を伝えました！

2024/1/15

「花の総合パレード」に初参加！

お揃いのグリーンのTシャツに身

をつつみ、みんなで広島の街を

盛り上げました。

2024/5/3

ティムラズ・レジャバさん
（駐日ジョージア特命全権大使）

佐藤 優さん
（作家・元外務省主任分析官）

山極 壽一さん
（総合地球環境学研究所 所長）

田中 卓志さん
（アンガールズ／広島大学工学部卒業）

中満 泉さん
（国連事務次長・軍縮担当上級代表）

片山
春菜
助教

によ
る始
球式
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大学の動き

池谷裕二先生特別講演会
(第18回広島大学ホームカミングデー)を開催

10月26日、東京大学大学院薬学系研究科教授で脳科学者の池谷
裕二先生をお迎えし、特別講演会(第18回広島大学ホームカミング
デー)を霞キャンパスで開催しました。池谷先生には、「潜んだ能力
を開拓する脳補完プロジェクト」というテーマで、ご自身が代表を務
める「ERATO 池谷脳AI融合プロジェクト」での取り組みの紹介や、
「脳」と「AI」の得意分野の違い、「やる気」と脳・身体との関係性、生
成AIとの付き合い方などについてお話しいただきました。当日は同
窓生、在学生、教職員、一般市民など、およそ300人が参加し、池谷
先生のユーモアを交えた分かりやす
い講演に、熱心に耳を傾けていまし
た。参加した方からは、「非常に有意
義な時間でした」「AIに対する勘違い
や思い込みに気付くことができまし
た」といった感想が寄せられました。

公開シンポジウム
「地域の挑戦『新しい価値創造と
社会課題解決』」を開催

経済学部

記念講演会を開催

文学部

9月20日、経済学部附属地域経済システム研
究センター主催の公開シンポジウムを開催。
産学官金からさまざまな分野のゲストをお招
きして地域企業や地方銀行が目指すべき新し
い価値や社会課題
解決について議論
し、活発な意見交
換が行われました。

総合科学部創立50周年記念式典
ならびに同窓会大会の御礼

総合科学部

８月10日、ANAクラウンプラザホテル広
島において創立50周年記念式典・記念講
演・祝賀会ならびに同窓会大会を開催し、
盛会のうちに終えることができました。一
方ならぬご支援とご協力をいただきまし
たことを心より深く感謝いたします。

10月14日、大河ドラマ「光る君へ」の建築
考証を務める三浦正幸名誉教授をお招き
しました。卒業生・修了生が多数来場し、同
窓生や恩師との再会を喜ぶ和やかな雰囲
気の中始まりました。講師の巧みな話術に
より会場を笑いで
沸かせながら平安
時代の世界へとい
ざないました。

歯学部

畠賢一郎氏講演会
「患者さんご自身の細胞を使った医療への挑戦
―再生医療の実用化に向けて―」を開催

歯学部卒業生でわが国初の再生医療等製
品を上市したジャパン・ティッシュエンジ
ニアリング代表取締役社長執行役員の畠 
賢一郎氏をお招きし、医療現場と企業が
胸襟を開いて連
携することの重要
性についてお話し
いただきました。

工学部

工学部学生による「ものづくり」の
成果を展示

8月8・9日、以下の3つのイベントを開催し、工
学部学生による「ものづくり」の成果をご覧い
ただきました。①オリジナルフォーミュラー
カーを作ってみよう②人力飛行機の機体展示
と飛行機教室③学生による建築設計コンペ
案実作展示（写真）
／学生グランプリ
2023銀茶会の茶
室最優秀賞作品

「デジタルトランスフォーメーション
(DX)と地方創生」を開催

情報科学部

8月8・9日、地域の方々や未来を担う高校
生に向け、地方創生の鍵を握るDXをテー
マに講演イベントを２日間にわたり開催
しました。広島県副知事、企業のDXリー
ダー、大学教授が語る最前線の知見やプ
ログラミング体
験を通じて、次世
代の技術に触れ
てもらいました。

大学の動き

国際同窓会を初めて開催

11月1日、国際同窓会「広島大学グローバルリユニオン2024」を初
めて開催しました。8つの海外校友会の会長・副会長をはじめ、23カ
国から約60人の国際同窓生が参加し、さらに留学時代に彼らを支
えたホストファミリーや指導教員、友人など総勢130人が集まりまし
た。本学初の大規模な国際同窓会は、越智学長のあいさつで幕を開
けました。その後、広島大学のオリジナルグッズが当たるじゃんけん
大会や、学部・所属別の記念撮影も行われ、会場は大いに盛り上が
りました。久しぶりの再会や新たな出会いを楽しむ笑顔があふれ、
次の再会を約束する場面も多く見られました。

大学の動き

宇宙科学センター
設立20周年記念講演会を開催

10月27日、京都大学特定教授で宇宙飛行士の土井隆雄氏と、
YouTubeチャンネル《予備校のノリで学ぶ「大学の数学・物理」》で
知られるヨビノリたくみ氏による講演や、「宇宙の平和利用を考え
る」と題したパネルディスカッションを開催しました。会場のサタケ
メモリアルホールには学内外からおよそ350人が集まり、熱心に聞
き入っていました。

映画「太陽の子」上映＆
パネルディスカッションを開催

理学部

8月3日、東広島芸術文化ホールくららに
て開催したイベントには、猛暑の中多数
の方々に足を運んでいただきました。貴
重な資料を交えた内容とパネリストの
深い見解を通じて、科学と平和について
共に考えるかけが
えのない時間とな
りました。

スマートソサイエティ実践科学研究院

11月2日、広島大学とマツダ財団が贈る先
進サイエンスサロン（特別版）として「カー
ボンニュートラル社会とロータリーエンジン
復活が描く電動化の将来」をテーマに講演
とパネルディスカッションを行いました。

HIRODAIとマツダ財団が贈る
先進サイエンスサロン(特別版)を開催

11月2日、本学部前身の卒業生である近畿大学水
産研究所長の升間主計特任教授に「養殖」、本学部
附属農場長の杉野利久教授に「酪農」に関してご
講演いただきました。大雨により升間特任教授は
急遽オンラインとな
りましたが、卒業生も
多く訪れ、質疑応答も
活発に行われました。

記念講演会
「身近な食品の先端科学・技術
－マグロから牛乳まで－」を開催

11月2日、IDEC国際連携機構とスマートソサイ
エティ実践科学研究院(SmaSo)のOpen Day
を開催しました。国際色豊かな本学のIDEC系
プログラムとSmaSoに所属する学生が、ダン
スパフォーマンス等を通してそれぞれの出身国
の文化を披露し、にぎやかな1日となりました！

IDEC×SmaSo Open Day 2024
～From the world to Hiroshima～を開催

先進理工系科学研究科

統合生命科学研究科・生物生産学部

人間社会科学研究科・教育学部

「地域を世界につなぐ、過去を将来につなぐ、
人と人をつなぐウィーク」を開催

10月21～27日、ホームカミングデー開催
週の前１週間を「地域を世界につなぐ、過
去を将来につなぐ、人と人をつなぐウィー
ク」と位置づけ、教育学部の国際コンソー
シアムINEIの加盟大学（メルボルン大学
やトロント大学など）を招いて、平和教育
に関する国際シンポジウムや
大学生・中高生を巻き込んだ
交流イベントを開催しました。

大学の動き

東千田キャンパスで
ホームカミングデーと千田祭を開催

10月26日、東千田キャンパスにおいてホームカミングデーおよび
大学祭「千田祭」を開催しました。ホームカミングデーで記念講演
された、河上正二名誉教授（東京大学、東北大学）のお話には、学
生のみならず一般の方も聞き入られ大変有意義なものとなりま
した。東千田キャンパスでは久しぶりの開催となった「千田祭」が
近隣の東千田公園も利用して開かれ、ステージではアイドルグ
ループのSTU48も登場し、盛り上がりました。さらに、2024年創
立100周年を迎えた千田小学校の児童の皆さんと共同制作した
ペットボトルのキャップアートの展示や学生のダンスサークルと
小学校のダンス部による共演も行われ
ました。その他、旧理学部1号館の現地
説明会や、防災・減災セミナーも併せて
開催され、多くの近隣の方々に参加い
ただき、盛況のうちに終了しました。

25 26Hiroshima University Magazine

HUTOPICS
今号は特別に、各学部・部局が行った

75＋75周年事業をピックアップして

紹介します。

大学院情報学部情報
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2022年より地元スーパーフレスタ様にご協力いただき、「広島のおいしい」を詰
め合わせた食料品を届ける取り組み「＃ようこそ広大」を行っています。2024年度
は、2年生の学生2人が選んだ詰め合わせが約550人の学生に届けられました。

2022年より地元スーパーフレスタ様にご協力いただき、「広島のおいしい」を詰
め合わせた食料品を届ける取り組み「＃ようこそ広大」を行っています。2024年度
は、2年生の学生2人が選んだ詰め合わせが約550人の学生に届けられました。

広島大学生協では、「キャンパスワーク」というアルバイト紹介サイトを運営して
います。厳選した求人情報を掲載しているので、初めてアルバイトに挑戦する学
生の皆さんも安心して働けます。

広島大学生協では、「キャンパスワーク」というアルバイト紹介サイトを運営して
います。厳選した求人情報を掲載しているので、初めてアルバイトに挑戦する学
生の皆さんも安心して働けます。

文学や科学、外交、ジャーナリズムな
ど各界の第一線で活躍されている8
人の有識者と越智学長との対談を
一冊にまとめました。先行き不透明
な現代における人生の羅針盤となる
「教養」とは何かを問う一冊です。

もみじ（学生ポータルサイト）から申し込む
だけで無料の食料品が届くので、もらわな
い手はないと思いました。詰め合わせは想
像以上に豪華な内容で、お好みソースなど
もあり広島県に来た実感が得られました。

一人暮らしを始めたばかりでホームシック
になっていた時期に詰め合わせを受け取
り、地域や社会の温かさを実感しました。特
にレモンカルボナーラ味のパスタソースが
おいしくて印象に残っています。

新入生お助け＆
お役立ち情報！

取材を担当した学生広報ディレクター

大学進学を機に一人暮らしを始める新入生を応援する、
さまざまな大学の取り組みを紹介します。

経済学部3年 坂本 蒼和さん

総合科学部総合科学科1年 内藤 涼花さん

大学院人間社会科学研究科博士課程後期 1年 Tawiah Desmond Kof iさん

法学部3年 林 玲衣さん

総合科学部総合科学科1年 宮ノ前 那海さん

さかもと そうわ

はやし れい

ないとう すずか

テウィア デズモンド コフィ

みやのまえ    なみ

広島のおいしいを新入生に届ける
＃ようこそ広大プロジェクト
広島のおいしいを新入生に届ける
＃ようこそ広大プロジェクト

広大生限定！キャンパスワークで
アルバイトを探そう
広大生限定！キャンパスワークで
アルバイトを探そう

1年生の時に詰め合わせをもらった感想は？

詰め合わせを考えた長谷川さん、増田さんに聞きました

従来キャリアセンターが行っていたアルバイト紹介を生協に移管し、2009年6月から
運営しています。キャンパスワークは学内外問わずさまざまなジャンルのアルバイト
を紹介しており、学生にアルバイトを通じて社会経験を積む機会を提供しています。

キャンパスワークを運営することになったきっかけは？

75＋75周年を記念して、単行本2冊を発刊75＋75周年を記念して、単行本2冊を発刊

野菜ジュースや無洗米などの実用的なも
のはもちろん、フルーツティーなどの普段
自分では買わないものも選び、ワクワク感
を大事にしました。

一人暮らしでは手を出しづらい、甘いお菓子
などを入れるようにしました。今後は男性目
線の意見も取り入れて商品選びをする必要
があると感じました。

2年生ではどのようなことを意識して商品を選びましたか？
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生協に聞きました

22世紀の教養論
VUCAの時代を生きる君たちへ

越智学長が女子高生のヒロ子さん
を案内しながら、広島大学の歴史
や特色、最新の研究を紹介する漫
画です。島耕作シリーズで知られ
る漫画家の弘兼憲史氏の作画で
出来上がりました。

ヒロ子さんと巡る
広島大学

Reader’s View

投稿が掲載された方には

広島大学オフィシャルグッズ
「トートバッグ」をプレゼント！

投稿
募集中！

広島大学にまつわる写真を#広島
大学を付けてInstagramに投稿し
てください。テーマは何でもOK！
素敵な写真をお待ちしています。

HU photos

2024.10.23
＃紅葉スポット
＃紅葉
＃広島大学

投稿者：tuyopn さん

Instagramで＃広島大学の
付いた投稿からお届けします。

HU photos

2024.11.03
#広島大学大学祭
#広島大学写真部

投稿者：jst.03.110______ さん

読者の皆さまからのご意見、ご要望、情報提供をお待ちしております。

いただいたアンケート内容は、今後の誌面づくりに活用させていただきます。

アンケートにご回答いただいた方の中から抽選で合計5名様にプレゼント！！
※応募締切：2025年3月31日必着　厳正な抽選の上、商品の発送をもって当選の発表にかえさせていただきます。

読者プレゼント

WEBアンケートにご協力ください

HU-plus 検索

WEBアンケートはこちら

対談集
『22世紀の教養論
  VUCAの時代を
  生きる君たちへ』
越智光夫（広島大学長）編著
（中央公論新社）

A

1名様

HUオリジナルグッズ
「ドライTシャツ」Lサイズ

C漫画
『ヒロ子さんと
  巡る広島大学』
弘兼憲史・ヒロカネ
プロダクション作画
（広島大学出版会）

B
3名様

1名様

※デザインは選べません。

サイトを
Check!
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東広島市のふるさと納税返礼品に広大グッズが登場！
HUドライTシャツ、東広島キャンパス内で伐採されたアカマツ古木を使用した万年筆の2種類です。

〈書籍情報〉
編著：越智光夫（広島大学長）
出版社：中央公論新社
定価：税込1,980円
本学の各キャンパスの生協売店や全国の
主要書店、Amazonで販売中。

〈書籍情報〉
作画：弘兼憲史・ヒロカネプロダクション
出版社：広島大学出版会
定価：税込1,000円
本学の各キャンパスの生協売店や広島県
の主要な書店、Amazonで販売中。

詳しくはこちら▼



広島大学への寄附にご協力いただき､深く感謝申し上げます。
広島大学基金 ※広島大学が躍動し広島の地を活性化させる基金

（広島大学75+75周年に向けて）・応急学生支援金を含む

高額のご寄附をいただいた方（2024年9月まで）

● 個人 10億円以上
 法人 20億円以上

佐竹 利子 様
「特別栄誉学賓」

● 個人 5億円以上
 法人 10億円以上

岡田外科医院 様
「栄誉学賓」

● 個人 5000万円以上
 法人 1億円以上

公益財団法人
広島大学教育研究支援財団 
理事長
佐竹 利子 様
株式会社 サタケ 様
「学賓」

一般財団法人緑風会 様
「学賓」

財団法人渋谷育英会
理事長
小丸 法之 様
「学賓」

池田 英明 様
「学賓」

矢野 博丈 様
「学賓」

● 個人 1000万円以上
 法人 2000万円以上

医療法人社団浜中皮ふ科クリニック
理事長
浜中 和子 様
「名誉校友」

晝馬 輝夫 様
「名誉校友」

医療法人あかね会
理事長
土谷 治子 様
「名誉校友」

株式会社広島銀行
代表取締役頭取
部谷 俊雄 様
「名誉校友」

医療法人社団まりも会
ヒロシマ平松病院
会長
平松 廣夫 様
「名誉校友」「冠寄附者」

医療法人たんぽぽ会
理事長
大嶋 俊一 様
「名誉校友」

小野 光代 様
児玉 治 様
「名誉校友」

医療法人社団昭信会
頼島産婦人科病院
理事長
頼島 信 様
「名誉校友」

医療法人社団ヤマナ会
会長
山名 征三 様
理事長
山名 二郎 様
「名誉校友」

東洋観光グループＨＤ
日本基準寝具株式会社
代表取締役
今井 誠則 様
「名誉校友」

勝矢 博 様
「名誉校友」

越智 光夫 様
「名誉校友」「冠寄附者」

平尾 泰保 様
「名誉校友」「冠寄附者」

松川 博之 様
「名誉校友」

猫本 宏司 様
「名誉校友」「冠寄附者」

三嶋 弘 様
「名誉校友」

鵜野 俊雄 様
「名誉校友」

徳永 彰 様
「名誉校友」

星山 政昭 様
「名誉校友」

天野 純子 様
「名誉校友」

児玉 晄子 様
「名誉校友」

田中 隆荘 様
「名誉校友」

● 個人 500万円以上
 法人 1000万円以上

オタフクソース株式会社
取締役会長
佐々木 直義 様
「名誉校友」「冠寄附者」
医療法人社団仁慈会
会長
安田 克樹 様
「名誉校友」「冠寄附者」
医療法人社団楓会  林病院
理事長
林 淳二 様
「名誉校友」「冠寄附者」
株式会社バルコム
代表取締役
山坂 哲郎 様
「名誉校友」「冠寄附者」
医療法人おち眼科医院
理事長
越智 温子 様
「名誉校友」「冠寄附者」
株式会社築地
代表取締役
平尾 眞裕美 様
「名誉校友」
医療法人せのがわ  瀬野川病院
下原 唯千夏 様
「名誉校友」
社会医療法人社団沼南会  沼隈病院
理事長
檜谷 鞠子 様
「名誉校友」
アピ株式会社
代表取締役社長
野々垣 孝彦 様
「名誉校友」
医療法人社団玄同会
理事長
小畠 敬太郎 様
「名誉校友」
医療法人多布施クリニック
理事長
諸隈 啓子 様
「名誉校友」
株式会社合人社グループ
代表取締役
福井 滋 様
「名誉校友」
株式会社不二ビルサービス
代表取締役
濵野上 隆志 様
「名誉校友」
株式会社メンテックワールド
代表取締役社長
小松 節子 様
「名誉校友」
西川ゴム工業株式会社
代表取締役会長
西川 正洋 様
「名誉校友」
広島ガス株式会社 様
「名誉校友」
広島信用金庫
会長
武田 龍雄 様
理事長
川上 武 様
「名誉校友」
広島電鉄株式会社 様
「名誉校友」
広島ロータリークラブ 様
「名誉校友」
三井住友信託銀行株式会社
代表取締役社長
橋本 勝 様
「名誉校友」
河野 修興 様
「名誉校友」
坂下 勝 様
「名誉校友」「冠寄附者」
パラカ株式会社
代表取締役
内藤 亨 様
「名誉校友」
小林 正夫 様
「名誉校友」
佐藤 利行 様
「名誉校友」
登田 隆 様
「名誉校友」
佐々木 元 様
「名誉校友」
宮﨑 成樹 様
「名誉校友」
内池 平樹 様
「名誉校友」
海生 俊史 様
「名誉校友」
邱文揚 様　石貴容 様
「名誉校友」
浜中 和子 様
「名誉校友」
藤岡歯科医院
藤岡 道治 様
「名誉校友」

●個人 100万円以上　法人 100万円以上
医療法人社団みめぐみ会
サンクリニック
理事長
中村 雄二 様
医療法人恒和会 松石病院
理事長
松石 頼明 様
株式会社紀陽
代表取締役社長
寒川 起佳 様
「冠寄附者」

戸田工業株式会社
代表取締役
久保 恒晃 様
「冠寄附者」

医療法人社団伯瑛会
のぞみ整形外科
理事長
金田 瑛司 様
「冠寄附者」

株式会社村上農園
代表取締役
村上 清貴 様
株式会社ダイクレ
代表取締役社長
山本 浩 様
公益社団法人内外いくえい会
代表理事
髙橋 喜人 様
医療法人社団清流会
理事長
永井 賢一 様
「冠寄附者」

広島大学
消費生活協同組合
理事長
細野 賢治 様
広島大学歯学部歯科
補綴学第一講座同門会 様
医療法人社団慈恵会
いまだ病院
院長
大杉 健 様
「冠寄附者」

株式会社にしき堂
代表取締役社長
大谷 博国 様
「冠寄附者」

医療法人辰川会
理事長
辰川 自光 様
株式会社日本
クライメイトシステムズ 様
「冠寄附者」

もみじ銀行 様
医療法人社団知仁会
理事長
石井 知行 様
医療法人昭和
原田整形外科病院
理事長
原田 昭 様
「冠寄附者」

医療法人社団スマイル
博愛クリニック
理事長
髙杉 啓一郎 様
「冠寄附者」

医療法人社団マッキー
理事長
松木 啓 様
「冠寄附者」

医療法人S.R.C.
中光整形外科
リハビリクリニック
院長
中光 清志 様
「冠寄附者」

医療法人KOC
金谷整形外科クリニック
理事長
金谷 篤 様
「冠寄附者」

医療法人社団
井野口病院
会長
井野口 千秋 様

医療法人明笑会
理事長
安本 正徳 様
「冠寄附者」

株式会社総合広告社
代表取締役副会長
坪井 高義 様
「冠寄附者」

広島大学歯学部同窓会 様
医療法人小田内科クリニック
理事長
小田 弘明 様
医療法人社団梶山小児科
理事長
梶山 泰正 様
医療法人社団陽正会
寺岡記念病院
理事長
寺岡 暉 様
医療法人微風会
ビハーラ花の里病院
会長
和泉 一子 様
医療法人明和会
北広島病院 様
株式会社シンコー
代表取締役社長
筒井 幹治 様
コトブキグループ
代表
奥原 征一郎 様
田中電機工業株式会社
代表取締役
田中 秀和 様
医療法人エム・エム会
理事長
白川 泰山 様
「冠寄附者」

株式会社やまだ屋
代表取締役
中村 靖富満 様
「冠寄附者」

原田 康夫 様
大正富山医薬品株式会社
代表取締役社長
藤田 憲一 様
医療法人せいざん青山病院
院長
大村 泰 様
浅野 宏國 様
医療法人サカもみの木会
理事長
坂 信一 様
医療法人ワカサ会
理事長
若佐 直定 様
大嶋 俊一 様
川真田 智子 様
しらつき歯科医院
院長
白築 俊彦 様
関 和子 様
早川 武敏 様
大谷 美奈子 様
田中 純子 様
「冠寄附者」

医療法人みなみ会
理事長
星野 修司 様
向笠 富夫 様
高嶋 俊治 様
弁護士
緒方 俊平 様
「冠寄附者」

株式会社立芝
代表取締役社長
田中 修司 様
今治造船株式会社
代表取締役社長
檜垣 幸人 様
医療法人社団輔仁会
太田川病院 様
株式会社内藤建築事務所
代表取締役社長
川本 雄三 様

白築 秀美 様
広島市信用組合 様
三島食品株式会社 様
温泉川 梅代 様
株式会社Alumnote
代表取締役社長
中沢 冬芽 様
医療法人K&Clover
理事長
小林 健二 様
「冠寄附者」

Micron Technology
Foundation, Inc. 様
医療法人ピーアイエー
理事長
中村 英雄 様
奥田 晃章 様
広島市医師婦人会 様
上 真一 様
医療法人社団慈杏会
土肥整形外科病院 様
常石造船株式会社 様
広島大学歯学部
同窓会広島県支部 様
広島日野自動車株式会社
代表取締役社長
上野 孝史 様
藤本 吉範 様
丸正産業株式会社
代表取締役
高羽 謙 様
山本 佳史 様
力田 忠義 様
広島大学総合科学部
同窓会 様
石原 舜三 様
岩原 恭代 様
木村 榮一 様
医療法人社団長寿会
はたのリハビリ整形外科
理事長
畑野 栄治 様
谷村 秀樹 様
西田 修実 様
東儀 宣哲 様
中村 帛江 様
吉國 晋 様
アカシア会
（広島大学附属
高校同窓会） 様
竹中 利彦 様
中村 英雄 様
安永 裕司 様
池永 孝 様
利島 保 様
山本 清隆 様
真鍋 英喜 様
茶山 一彰 様
渡邉 篤 様
田妻 進 様
相原 玲二 様
森本 忠雄 様
宇佐 弘 様
野上 智行 様
椿 康和 様
畑尾 武海 様
迫田 久美子 様
部谷 正人 様
新延 聡子 様
山本 陽介 様
荒本 徹哉 様
医療法人翠清会
翠清会梶川病院
会長
梶川 博 様
理事長
若林 伸一 様

大池 久子 様
株式会社中国新聞社
代表取締役社長
岡谷 義則 様
川尻 武信 様
栗栖 長典 様
中外テクノス株式会社 様
中村角株式会社
代表取締役
中村 一朗 様
広島大学広楓会 様
広島大学保健学同窓会暁霞会
会長
高橋 真 様
宮谷 真人 様
山根 恒弘 様
吉田 総仁 様
津賀 一弘 様
丸山 恭司 様
丸山 博文 様
片木 晴彦 様
石原 隆雄 様
藤井 輝久 様
山田 道夫 様
相川 清文 様
中島 淑乃 様
杉村 功 様
中村 英二 様
平岡 恒雄 様
山田 宏 様
山本薬品株式会社
代表取締役
山本 浩司 様
ＲＦ技研工業株式会社
代表取締役
玉村 俊雄 様
相田 美砂子 様
秋野 成人 様
井川 幹夫 様
石井 知行 様
石﨑 信三 様
石田 吉樹 様
一般社団法人 尚志会 様
医療法人あすか
理事長
高橋 勲 様
医療法人社団柄歯科医院
柄 俊彦 様
医療法人社団中川会
呉中通病院
院長
中川 豪 様
医療法人清泉会
一ノ瀬病院 様
医療法人たかまさ会
理事長
山﨑 正志 様
医療法人ハートフル
理事長
天野 純子 様
内野 弘 様
江川 和禧 様
NGOひろしまアジアの
子どもの歯を守る会
会長
柄 俊彦 様
大杉 節 様
小田 弘明 様
梶山 泰正 様
片山 純一 様
株式会社桐原容器工業所
代表取締役
桐原 真一郎  様
株式会社熊平製作所 様
株式会社タケウチ建設
代表取締役
竹内 謹治 様

株式会社中国放送
代表取締役社長
宮迫 良己 様
株式会社日経不動産
取締役会長
平尾 泰保 様
株式会社フジタ
代表取締役社長
奥村 洋治 様
株式会社ユニサス
代表取締役会長
松村 公市 様
神谷 研二 様
河原 能久 様
北村 拓也 様
許 泰一 様
協同出版株式会社
代表取締役
小貫 輝雄 様
楠 雄治 様
小池 透 様
公益財団法人
浦上奨学会
理事長
浦上 浩 様
髙祖 讓 様
佐藤 裕子 様
重山 俊彦 様
社会医療法人清風会
理事長
梶原 四郎 様
新谷 貫之 様
末廣 眞一 様
鈴木 孝尚 様
住田 忠幸 様
高田 隆 様
田中 知満 様
寺本 康俊 様
天道 俊孝 様
土肥 博雄 様
永井 敏隆 様
永井 眞由美 様
長瀨 洋一 様
西口 千登志 様
長谷川 泰二 様
平田 敏夫 様
広島アルミニウム
工業株式会社
代表取締役社長
田島 文治 様
広島県厚生農業
協同組合連合会
尾道総合病院 様
広島大学薬学同窓会 様
福田 和恵 様
福田 幸雄 様
藤村 欣吾 様
復建調査設計
株式会社 様
堀 司郎 様
増井 孝子 様
松村 誠 様
道中 美敏 様
三村 邦雄 様
宮本 博子 様
村上 恒二 様
望月 可奈子 様
八幡浜市役所 様
ヤマネホールディングス
株式会社
代表取締役社長
山根 誠一郎 様
有限会社メゾン宇惠多
代表取締役
上田 邦惠 様
横崎 恭之 様

三嶋 弘 様
「名誉校友」
西口 千登志 様
一般社団法人Empower Children
代表理事
保屋松 靖人 様

医療法人社団聖愛会
理事長
島筒 和史 様
中村 帛江 様
岩原 恭代 様
岸 憲之介 様

長谷川 直哉 様
有限会社中原克太
代表取締役
中原 英雄 様
広島駅弁当株式会社 様
進藤 道央 様
丸山 博文 様

吾郷 誠二 様
安保 由美 様
荒木 正博 様
石ヶ坪 洋史 様
医療法人仁光会
日谷眼科
日谷 博光 様

ＦＰＴジャパン
ホールディングス株式会社
広島事業所長
星野 浩 様
大野 和子 様
柿本 直也 様

株式会社
ネクストホーム
代表取締役
二宮 達雄 様
木村 榮一 様
倉本 卿介 様

尚志会宮崎県支部
支部長
髙橋 哲郎 様
白木 幸久 様
ThaiBinh Seed Group Joint 
Stock Company Labor Hero 
TRAN MANH BAO 様

● 10万円以上100万円未満
髙野 徹 様
特定非営利活動法人
広島ベトナム協会
理事長
上久保 昭二 様
董 国斌 様

松木 啓 様
皆本 仁美 様
ロート製薬株式会社
代表取締役社長
杉本 雅史 様
渡辺秀明＆
ZeroOneトライ部 様

上田 純也 様
ヴィレヌーヴ 真澄美 様
大田 能彦 様
芝端 政信 様
田坂 圭一郎 様
東亜新薬株式会社
代表取締役
増田 将之 様
徳本 浩之 様
本山 満 様
山川 浩一郎 様
稲田 隆司 様
梶川 博 様
金池 輝昭 様
坂詰 貴司 様

佐藤 崇文 様
宝不動産株式会社
代表取締役
榎木 亮次 様
蓼原 眞一 様
中山 寛尚 様
錦織 博 様
古橋 道子 様
部谷 正人 様
鈴木 淳司 様
浅野 勇介 様
大木 洋 様
河合 惠生 様
崎濱 秀康 様
下中 正司 様

中嶋 康一 様
新田 義貴 様
野澤 茂樹 様
信実 孝洋 様
長谷川 公一 様
平田 悦江 様
福畠 義和 様
三好 修碁 様
安永 実 様
山手 万知子 様
宮本 真次 様
青島 香代子 様
淺野 敏久 様
嵐 誠一 様

池澤 宜彦 様
猪原 征義 様
今田 和秀 様
今田 美知子 様
医療法人社団
仁尾会 様
上馬場 和夫 様
内木 惠子 様
小谷 泰三 様
香川 基吉 様
鹿島 樹里 様
鹿島 佳典 様
角井 英明 様

株式会社訪問看護
ステーション陽向
代表取締役
阿武 知弘 様
株式会社四電工
広島営業所 様
川口 敏明 様
川下 陽一 様
菅尾 一恵 様
菅尾 伸二 様
木村 靖 様
草野 浩一 様
慶田 敏紀 様
兒玉 安弘 様
佐藤 栄利子 様
品川 直子 様

白川 大輔 様
進藤 明男 様
鈴木 敏夫 様
髙橋 啓介 様
武田 直也 様
田中 暁 様
谷 友博 様
津賀 一弘 様
寺迫 環 様
橋口 貴志 様
日比野 貞勝 様
平岡 正司 様
平川 裕 様
平田 正紀 様

廣津 和雄 様
弘中 丸十 様
前川 宗正 様
正木 秀叡 様
松浦 健之 様
水口 英樹 様
三村 仁士 様
村上 裕一 様
面谷 和生 様
森田 昌樹 様
屋敷 太郎 様
山口 慶剛 様
山下 重喜 様
山本 勝 様

● 1000円以上10万円未満
渡部 周平 様
堺 博志 様
大賀 裕見子 様
大野 眞裕 様
冨永 美佐 様
長尾 浩樹 様
濱崎 克敏 様
原田 篤 様
三戸田 晃司 様
宮本 美喜 様
元広 正 様
渡辺 信治 様
阿武 知弘 様
目黒 賢一 様

有限会社みわ３７５
代表取締役社長
山中 祥生 様
大守 美香 様
塩本 文夫 様
柳原 利規 様
和田 浩一 様
喜田 泰章 様
小林 幸枝 様
坂本 英利 様
中尾 寛子 様
山下 宗一郎 様
新井 恵子 様
岡崎 健一 様
沖田 幸子 様
佐藤 剛 様

ご芳名は、公開についてご承諾いただいた方を掲載させていただいています。掲載している情報は、ご寄附当時のものです。「特別校友」の称号については、誌面の都合により割愛させていただきました。

（寄附開始年月／累計額）

2015年度から新たに、寄附をいただいた方のご芳名などを冠して、寄附者様のご厚意が見える形にした「広島
大学冠事業基金」を創設しました。寄附方法は、一口5万円の毎月の継続寄附で、当面は外国人留学生への奨
学金と日本人学生への海外留学資金に活用します。

冠事業基金
（2024年9月現在）

医療法人社団慈恵会
いまだ病院
院長
大杉 健 様
（2015.11～／535万円）

株式会社にしき堂
代表取締役社長
大谷 博国 様
（2016.4～／510万円）

弁護士
緒方 俊平 様
（2019.8～／310万円）

医療法人おち眼科医院
理事長
越智 温子 様
「名誉校友」
（2015.8～／1090万円）

越智 光夫 様
「名誉校友」
（2016.2～／520万円）

医療法人KOC
金谷整形外科クリニック
理事長
金谷 篤 様
（2016.2～／520万円）

医療法人社団伯瑛会
のぞみ整形外科
理事長
金田 瑛司 様
（2021.3～／非公開）

戸田工業株式会社
代表取締役
久保 恒晃 様
（2017.12～／830万円）

医療法人K&Clover
理事長
小林 健二 様
（2020.5～／265万円）

坂下 勝 様
「名誉校友」
（2017.2～／410万円）

オタフクソース株式会社
取締役会長
佐々木 直義 様
「名誉校友」
（2016.1～／非公開）

医療法人エム・エム会
理事長
白川 泰山 様
（2016.8～／490万円）

株式会社紀陽
代表取締役社長
寒川 起佳 様
（2016.9～／非公開）

医療法人社団スマイル
博愛クリニック
理事長
髙杉 啓一郎 様
（2015.12～／非公開）

田中 純子 様
（2020.6～／260万円）

株式会社総合広告社
代表取締役副会長
坪井 高義 様
（2016.3～／510万円）

医療法人社団清流会
理事長
永井 賢一 様
（2016.1～／515万円）

医療法人S.R.C. 
中光整形外科
リハビリクリニック
院長
中光 清志 様
（2015.12～／525万円）

株式会社やまだ屋
代表取締役
中村 靖富満 様
（2017.1～／非公開）

猫本 宏司 様
「名誉校友」
（2021.8～／170万円）

医療法人社団楓会
林病院
理事長
林 淳二 様
「名誉校友」
（2016.3～／515万円）

医療法人昭和
原田整形外科病院
理事長
原田 昭 様
（2015.10～／535万円）

平尾 泰保 様
「名誉校友」
（2021.10～／360万円）

医療法人社団まりも会
ヒロシマ平松病院
会長
平松 廣夫 様
「名誉校友」
（2016.1～／1050万円）

株式会社日本
クライメイト
システムズ 様
（2019.6～／580万円）

医療法人社団マッキー
理事長
松木 啓 様
（2016.1～／520万円）

医療法人社団仁慈会
会長
安田 克樹 様
「名誉校友」
（2015.12～／530万円）

医療法人明笑会
理事長
安本 正徳 様
（2016.2～／520万円）

株式会社バルコム
代表取締役
山坂 哲郎 様
「名誉校友」
（2015.12～／530万円）

2024年6月から2024年9月までにご寄附をいただいた方
● 100万円以上
広島大学歯学部
歯科補綴学
第一講座同門会 様

松川 博之 様
「名誉校友」

広島大学消費生活協同組合
理事長
細野 賢治 様

株式会社タケウチ建設
代表取締役
竹内 謹治 様

株式会社フジタ
代表取締役社長
奥村 洋治 様

迫田 久美子 様
佐々木 元 様
「名誉校友」

しらつき歯科医院
院長
白築 俊彦 様

新延 聡子 様
浜中 和子 様
「名誉校友」

広島大学薬学同窓会 様
吉國 晋 様

寄附に関してのお問い合わせ先 ： 広島大学　基金室 （TEL：082-424-6132／E-mail：kikin@office.hiroshima-u.ac.jp）

支援を受けた学生の声支援を受けた学生の声

グラーツ大学(オーストリア)に約半年間留学しました。工学部の土木専攻ですが、留学先では社会学部に所属しました。理系科目では決まった答えを
求めることが多く、論理的に物事を考える自分自身は正しいと思う傾向にありました。しかし文系科目を勉強して、「人の考え方や価値観によって、計算自
体が正解にも不正解にもなりうる」ことを感じました。さらに、留学を通し、世界には多種多様な価値観を持った人
がいるため、さまざまな観点から物事を考えられるようになりたいと思いました。
将来は、日本の土木技術を使って発展途上国のインフラに貢献したいと考えています。その土地の風土や経済的
な条件だけではなく、文化や価値観も考慮して、真に必要とされるインフラを探り、地元住民に長く愛されるものに
したいです。
自分の長らくの夢だった留学が実現し、大きな学びを得て、かけがえのない友人を作ることができました。全ての
皆さまに厚く御礼申し上げます。

逆境をバネにして

支援を受けた
学生の紹介は
こちらからも

ご覧いただけます。

佐藤 駿介さん
工学部第四類 4年
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東千田キャンパスは、1995年に統合移転が完了するまで、広島大学のメインキャンパスとし

て学生や地域の人々に親しまれてきました。1970年は「外食元年」と呼ばれ、日本で飲食店

が次 と々創業。広島大学でも1977年に東千田キャンパス生協食堂部が営業を開始し、安く

てボリューム満点の食事を提供していました。キャンパス人口の減少に伴い食堂の規模も

縮小しつつありましたが、医療系学部1年生に対する初年次教育が東千田キャンパスで行

われることになり、2016年に食堂が「プナナダイニング」としてリニューアルオープン。2023

年には法学部等も東千田キャンパスに回帰し、キャンパスににぎわいが戻っています。

地域に愛され続ける東千田キャンパスの会館食堂

あ の 頃
広 大 は

1978年の会館食堂

本学の活動を分かりやすくお伝えし、ご理解いただくことを目的とした「広島大学
統合報告書2024」を発行しました。本学の目指す未来とその実現に向けた各取り
組みの成果を本学の特色や強みと共にご紹介しています。ぜひご覧ください！

広島大学 統合報告書

デジタルブックや
アンケートは
こちらから
ご覧いただけます


